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ウィリアムさんについて 
ウィリアムさんは 2013 年５月１８日から 3 日間我が家でホームステイされました。 

名前は William Tarpai さんといい、後半のファミリーネームはターペイとよむそうです。先祖は

ハンガリー出身とのことです。 我が家（針生宅）に来る前は仙台港、海のそばの加藤さん宅で

ホームステイされました。リバサイド仙台国際ハーフマラソン使節団団長として来仙されました。

リバサイド国際交流協会副理事長もされているとのことです。 仙台国際ハーフマラソンに参加

したいというリバサイド市民は多く、かなりの競争率だったそうです。 

 

ウィリアムさんは以前国連難民高等弁務官事務所に勤務されていました。世界 106 カ国を訪れた

経験をお持ちです。緒方貞子さんは上司だったそうです。今回の滞在中に緒方さんと会いたいと

思っていたそうですが、緒方さんもだいぶ忙しいようで都合がつかなかったようです。 

 



 

青葉まつりでの様子 

 

 

ウィリアムさんは仙台国際ハーフマラソンの歓迎パーティーで仙台カイトクラブ（凧）の吉田

さんとお会いになりました。青葉祭り当日、吉田さんが手作りで仕上げた凧をウィリアムさんに

プレゼントし、ウィリアムさんも大変喜んでおりました。和紙と竹ひごで作られたもので、歌舞

伎役者のようなものが絵柄で描かれていました。空に凧を揚げると壊れてしまうかもしれないの

で、自宅で大事に飾りたいとウィリアムさんはおっしゃっていました。吉田さんは親切にも凧の

作り方を書いた説明書もプレゼントしてくれました。日本語でかかれていましたが、ウィリアム

さんはブーシェ洋子さんに訳してもらうから大丈夫だとおっしゃっていました。 

 

 



 
定禅寺通りでの和太鼓のパフォーマンスに興味をもたれたようです。ウィリアムさんは手持ち

のビデオカメラで自分でナレーションを吹き込みながら撮影されていました。一番町アーケード

を歩いた際は、行進している甲冑隊の方に私がお願いしてウィリアムさんと記念撮影をお願いし

ました。甲冑隊の方々は親切で快く撮影に応じてくれました。女性すずめ踊りの方とも記念撮影

をすることができました。私がアメリカリバサイドからのお客さまですというと皆さん喜んでく

れました。 

東二番丁の大規模パレードもみることができました。すずめ踊り隊の行列、山車を見ました。

通りを交通規制して練り歩くパレードはとても迫力があり、飽きることがありませんでした。 

 青葉祭り期間中はいろいろなイベントが用意され、パンフレットをみたときはどれをみたらい

いのか迷うほどでした。英語のパンフレットはあったのかどうかはわかりませんでした。もしあ

れば外国人の方にもより一層楽しんでいただけるのではないかと思いました。 

 運良く、三越で美術の院展の展示があり、ウィリアムさんとみることができました。日本画の

特集でとてもラッキーでした。絵を描かれた画家の方も偶然会場におり、ウィリアムさんは質問

をされていました。出羽三山、最上川など山形を舞台にした作品でした。日本ならではの絵画を

見ることができ良かったと思いました。画家自身が自分の絵を来場者に説明するという試みも行

われており、英語でもし聴くことができたらいいなあと思いました。 

 ウィリアムさんは、我が家に帰ってきてから、早速メールでリバサイドの奥様やお孫さんに青

葉祭りの様子を報告されたようです。 

  

るーぷるバス乗車 
ホームステイ３日目にはるーぷる観光に私と父とウィリアムさんの 3 人で参加しました。瑞鳳殿、

仙台市博物館を訪れました。博物館では江戸時代に描かれた仙台藩領内の巨大な地図があり、ウ

ィリアムさんは大変驚かれていました。博物館では英語版のポータブル音声ガイドを借りること

ができたので役に立ったようです。ウィリアムさんは旅の疲れもこの頃は結構溜まっている感じ

でした。 



 

仙台市内商業施設でのクレジットカードの利用について 
ウィリアムさんは仙台市博物館のお土産ショップとレストランでクレジットカードを使おうと

したのですが、いずれの店もカードは取り扱っていないとのことでした。結局ウィリアムさんは

買い物はしませんでした。中心部に戻って買い物をする際もクレジットカードを使いたいとのこ

とでした。現金で払うよりレートがいいからということを彼は言っていました。 

 

ホームステイ中のことについて 
ウィリアムさんは時間に正確な方でした。 食べ物の好き嫌いはあまりないようでした。アメ

リカ人の中にはベジタリアンの方も多いようですが、こちら側としては食事の心配はありません

でした。ウィリアムさんもだいぶ合わせてくれたのかもしれません。 

ホームステイ初日の夕食で、日本酒、ワイン、ビールを勧めましたが、翌日ウィリアムさん曰

く昨夜はあまり睡眠がよくとれなかったということでした。やはりアメリカ人でもお酒をチャン

ポンして飲むのは結構きついのだなあと思いました。その後はこちらから無理にお酒を勧めるこ

とはしませんでした。サッポロの恵比寿ビールが気に入ったようです。 

 

部屋について 
ウィリアムさんはだいぶ太っておられましたので、畳の和室は足腰にきついだろうということ

で椅子を用意しました。我が家に来る前、海の近くの加藤さん宅にステイした際も、加藤さんが

気を使って椅子を用意してくれたけれども、彼らは全然使っていなかったとウィリアムさんは言

っていました。和室と洋室、日米の文化の違いを感じました。 

加藤さん宅では早朝 4 時から加藤さんと散歩をされたそうです。被災地ということもあり、地

元住民にはほとんど合わなかったそうです。加藤さん宅のそばに 2 件家がありましたが、廃墟と

なっていました。建物の１階部分は津波に破壊された跡がありました。 

朝４時から夜まで復興工事のトラックがひっきりなしにそばの国道 6 号線を走っていたというこ

とです。 

 ウィリアムさんは身長が 190 センチ位あって大柄だったので、寝具をどうしようか悩みました。

体重もかなりあるため、薄いマットレスでは体が沈み込んでしまいます。和室で床に直に布団を

敷いて寝ると起き上がれないということでしたのでベッドを用意しました。キングサイズのベッ

ドが必要かもしれないと思いました。 

ホームステイを受け入れる際に、可能であれば外国人の方の身長や体重（これは聞くのは難しい

かもしれないけど・・・）もわかるといいかもしれません。写真を彼らから事前に送ってもらう

といいかもしれません。 

 

お風呂について 
風呂はシャワーのみ利用されていました。我が家のバスタブはどうみてもウィリアムさんには小

さく、入るのは不可能でした。 

 

ウィリアムさんの洗濯物について 
ウィリアムさんの洗濯はうちの母が行いました。滞在中結構たまっていたようです。外国人の

ホームステイを受け入れた場合、洗濯をどうするかというのは結構重要な問題かもしれません。



我が家の洗濯機は二槽式でした。 

 ウィリアムさんは毎朝父と水の森公園の散策に出かけられました。リバサイドにいるときも、

早朝は奥様と近所の湖のほとりを散策されるそうです。 

その後、うちの町内会のラジオ体操に地元の人に混じって参加されました。アメリカにはラジオ

体操という習慣はなく、とても興味深かったとおっしゃっていました。 

 

ウィリアムさん食事 
ウィリアムさんは食事は少食で、朝はトースト、昼は外で召し上がっていたと思いますが、夕

食もあまり食べませんでした。健康にはかなり気を使われているようで、一番町にいってもファ

ーストフードのお店は利用されませんでした。仙台のスターバックスは値段がとても高いと彼が

言っていたのを覚えています。 

 

無線 LAN インターネット環境の整備 
ウィリアムさんに泊まっていただいた部屋は無線の電波の入りにくい部屋だったため、新たに

無線のよく飛ぶルーター（機器）を購入しました。 

私の家に来る前は海のそばの加藤さん宅でホームステイされていましたが、そこでは無線 LAN イ

ンターネット環境はなかったそうです。リバサイドのお孫さんや奥様とメールのやりとりができ

たと喜んでおられました。外国の方を受け入れる際はインターネットができる環境はやはり必要

だと感じました。 

 

ウィリアムさん仙台市役所訪問 
仙台市役所を訪れ、市側の担当部局の方との意見交換をされました。私は市役所までウィリア

ムさんをお連れし、そこで別れました。 

私は詳しくはわからないのですが、宮城県との話し合いは、仙台滞在中なかったようです。県庁

に行かなかったとウィリアムさんがおっしゃっていました。 

仙台市役所も東北大学も一緒に同席してはどうか、と私はウィリアムさんに誘われたのですが、

公的な話し合いということで、カジュアルなものではありませんでしたので、同席はしませんで

した。 

 

ウィリアムさん東北大学との話し合い 
その後東北大学片平キャンパス、川内キャンパスを訪れ、関係者と意見交換をされました。 

東北大学はキャンパスがいくつもあり、どこにいったらいいんだ、ということでウィリアムさん

は迷われたようです。学会関係で東北大学を訪れる外国の方を案内する場合は、どのキャンパス

であるかきちんと説明したほうがいいかもしれません。 東北大学ではカリフォルニア大学リバ

サイド校との連携強化ついてお話をされたようです。カリフォルニア大学リバサイド校の中には、

東北大学センターがあるようなことも私は聞きました。 

東北大学と協定を結んでいる海外大学のネットワークもフルに活用したいとのことでした。 

日本の奨学金制度についても話が及び、日本政府は海外からの留学生にはかなりの経済的援助を

行っているが、国内の学生に対しては十分な援助をしておらず、それが国際的な大学間の交流促

進の際の懸念材料だという話が、東北大との意見交換の中で出たそうです。 

 



仙台市内公共交通機関の英語表記 

仙台市との話し合いの中で、ウィリアムさんは仙台が観光都市として発展していくにはバス、

JR など公共交通機関の英語表記の充実が必要だということを仙台市側に伝えたそうです。ウィリ

アムさんは世界あちこちに行かれていますが、やはり英語がスタンダードとなっているので、そ

の充実は不可欠だとおっしゃっていました。 

 

外国人旅行客にバスを案内する。市営バス系統番号 
http://www.kotsu.city.sendai.jp/bus/keitou/index.html 

市営バス系統番号を使っての案内は外国人、仙台をはじめて訪れる方に便利です。 

アルファベットが冒頭につくバスは地下鉄駅、バス車庫行きです。アルファベットが冒頭につか

ないバスは郊外に向かうバスということになります。仙台駅行きのバスは冒頭に S が付きます。

例えば S800 のように。従って S のつくバスならどのバスに乗っても仙台駅に出ることができま

す。 系統番号案内のリーフレットはバス車内にて入手できます。 

 

 

 



 

 

 



 
 

 

各バス停、時刻表英語表記 
各バス停の表記、時刻案内は日本語のみですので、できれば英語もほしいところです。そこで

携帯電話、スマートフォンやタブレット PC のアプリを使って対応するのがいいのではないか、

と私からはウィリアムさんに提案いたしました。QR コードというバーコードを使ったサービスも

外国人にはいいかと思います。 

 

バス運賃の支払い、電子マネー乗車券の導入 
バスに乗ったときに前方の運賃表を見ると、なぜか６と９が漢字です。私は外国人から指摘さ

れて初めて気付きました。何か理由があるのだろうと思います。数字の並びから six と nine だと

予想は付くと思いますが、不思議に思いました。 

外国人の方は事前にバスカード、スキップカードなどのプリペイドカードを購入されておいたほ

うが便利かと思います。 

以下は仙台市交通局のホームページよりコピーしたものです。 

Q：市バス・地下鉄で Suica などの IC 乗車券は使えますか。 

A： 現在は IC 乗車券のご利用はできません。平成 27 年度の地下鉄東西線開業に合わせ，地下鉄

南北線・地下鉄東西線・市バスでの全線供用を目指し，平成 26 年度中に地下鉄南北線での IC 乗

車券の供用を開始し，システム運用の検証などを行った後，順次，導入していく予定です。 

スイカなどが導入されれば、バス、地下鉄、JR の乗り継ぎがかなり便利になります。スイカカー

ド１枚で乗車できます。 

 

レンタカーで英語対応ナビを採用 
仙台、東北観光地を回るのに大変役に立つのではないかと思います。 

リバサイドで日本人観光客を受け入れる際に車に日本語対応のナビが付いていると便利ではない

か、といったこともウィリアムさんに私から提案いたしました。 

 

 



仙台滞在中の外国人の携帯電話の利用 
外国人が旅行で来日する際は、前払いのプリペイドタイプはどの程度日本で利用できるのだろ

うか、と私は思いました。日本の携帯電話は通話料金は後払いですし、携帯電話会社と２年契約

を結ばなくてはならないなど手続きが複雑です。街中に公衆電話が少ないというのも個人的には

気になる点です。 

 

仙台リバサイド間飛行機直行便構想 
リバサイドのダウンタウンから西北西へ 25km のオンタリオ地区に地方空港が有り、そこから

仙台空港に直行便を飛ばしたいという構想をリバサイド市長がもっているとのことでした。私は

仙台空港の時刻表をウィリアムさんに渡し、国内線ネットワークについて話しました。2 時間あ

れば日本国内の主要都市に飛ぶことができます。ウィリアムさんは仙台と他の国際姉妹都市のネ

ットワークをフルに活用したいとおっしゃっていました。便数は少ないものの仙台空港からの国

際線も魅力だとおっしゃっていました。アジア諸国は発展を続けており、中間階級がふえている

ので人の往来、交流がより活発になるだろうとおっしゃっていました。 

私は仙台空港は地方空港だし、利用者は限られていると思ったのですが、需要を創りだすという

のがウィリアムさんの発想のようです。 つい最近、日本国内でも格安航空会社がビジネスをス

タートさせ、それも国内外観光促進にとって好材料と考えます。 

仙台市はタイでシティーセールスを行ったそうで、その際の資料をウィリアムさんは受け取りま

した。 日本の地方都市は人口減少、高齢化でこれから厳しい時代になってくると思いますが、

海外との交流はその打開策の１つになるのではないかと思いました。私にとってはとても夢のあ

る話でした。伊達政宗のサンファンバウティスタ号を思い出しました。 

 

カリフォルニアリバサイドから日本への製品の輸出 
ウィリアムさんはリバサイドから農産物をはじめとする製品を輸出したいのだが、日本は品質

に厳しい国なので受け入れてもらえるか自信がないということをおっしゃっていました。そうい

ったところの仙台市側の協力、サポート、アドバイスも必要かもしれません。 

 

東北観光周辺各県との連携 
リバサイドと交流するにあたって、東北の観光業、食産業などは有望な分野ではないかという

話しになりました。仙台市からも資料をもらったようです。 私は仙台だけでは観光資源に乏し

く、世界遺産平泉のある岩手、山形、会津若松城などのある福島もセットで観光してはどうかと

ウィリアムさんにお話いたしました。長距離を移動することに慣れているアメリカ人の感覚なら

ば数時間の移動は苦にならないのではないか、と考えたからです。 

 

今後の仙台市におけるホームステイについて 
ご存知のように仙台国際交流協会や宮城県国際化協会はホームステイプログラムを積極的に行

いたいという意向をもっているようです。ございん内外、仙台市民でホームステイを受け入れた

方の意見交換の場があったらいいな、と私は思いました。ホームステイをやってみてどういうと

ころがよかったか、どんな点で苦労したか、改善点、気をつけたところなど参加者と情報交換、

共有ができたらいいなあと思いました。ホームステイ受け入れの際の不安がだいぶ軽減されると

思います。 



ホームステイは市民交流の一環としてボランティアで行われていることが多いように思いますが、

将来は欧米のように産業、ビジネスとして成り立つかもしれません。 

 

外国人観光客向け短期滞在型マンションの導入 
仙台を訪れた外国人から私がよく聞いたのは、仙台は物価、生活費が高い、公共料金が高い、

交通費が高いといったことでした。短期滞在型マンションは安く外国人旅行者が滞在できるシス

テムで、仙台でも普及して欲しいなあと個人的に思っています。家具家電がついており、食事も

台所、冷蔵庫があって各自用意するので格安で長く滞在することができます。 

 

東北大学で人道支援について教える 
仙台には三越そばの第一生命タワービルの中に JICA の仙台オフィスがあります。私はそこと

連携して東北大学で国際人道支援について教えたらどうかとウィリアムさんに提案してみました。

仙台という地方で国連の、それも難民高等弁務官事務所で働いていた方の貴重なお話が聴ける、

学べるという機会があれば大変貴重なのではないか、と考えたからです。 

 

マーチンルーサーキング（MLK）牧師を記念したチャリティーイベントとカリフォルニアシティ

ーサーフマラソンへの仙台からの参加 

 

私はウィリアムさんからのお土産としてアメリカの黒人解放運動のキング牧師を記念したチャ

リティーイベントの T シャツを頂きました。Marathon ならぬ walkathon（ウォーキングイベン

ト）やロックフェスティバルである Rockathon が T シャツにプリントされていました。イベント

の収益金は慈善事業に使われるものと思われます。仙台からもこのようなイベントに参加できた

ら面白いかもしれないなあと思いました。 

 



 

カリフォルニアサーフシティーマラソンも仙台から参加者を募り、ツアーでいったら面白いかも

なあと私は感じました。車椅子部門もあるようです。 

（針生宣和記） 


